
別紙様式５号（第７の３及び第８の３関係）

１　産地基幹施設等支援タイプ
　Ⅰ　産地競争力の強化を目的とする取組用

メニュー
①

メニュー
②

事業内容 事業費
備
考

（円）

交付金
都道府県費

市町村費 その他

豊後大野市
お花屋さ
んぶんご
三重

産地収益
力の強化
に向けた
総合的推
進(キク
類)

131

当該品目
の秀品率
を15ﾎﾟｲﾝ
ﾄ以上増
加

当該品目の秀品率の割合
41.6%

算出根拠

出荷本数
643,140本

秀品本数
267,280本

－ －

当該品目の秀品率の割合
87.0%

算出根拠

出荷本数
1,438,250本

秀品本数
1,251,085本

当該品目の秀品率の割合
56.6%

算出根拠

出荷本数
2,034,387本

秀品本数
1,151,464本

302.7%

新たな施設で、高
温対策と効率的な
病害虫防除対策を
行うとともに、販
売グループ内での
勉強会に積極的に
参加することによ
り技術力は向上
し、秀品率は
87.0%となった。
ただし、事業の完
了が遅れたことに
より、出荷本数は
目標の70.6%と
なったが、次年度
以降、フル回転す
ることにより達成
見込。

産地収益
力の強化
に向けた
総合的推
進(キク
類)

136

当該品目
の全出荷
量に占め
る契約取
引の割合
を15ﾎﾟｲﾝ
ﾄ以上増
加

当該品目の全出荷量に占める契
約取引の割合

54.9%

算出根拠

出荷本数
643,140本

契約本数
353,090本

－ －

当該品目の全出荷量に占める
契約取引の割合

54.1%

算出根拠

出荷本数
1,438,250本

契約本数778,749本

当該品目の全出荷量に占
める契約取引の割合

70.0%

算出根拠

出荷本数
2,034,387本

契約本数1,424,071本

-5.3%

施設完了の遅れか
ら出荷量の開始が5
月以降となり、施
設本格稼働は9月以
降となった。契約
取引を向上させて
いくためには、安
定的な出荷という
実績が必要なた
め、契約率は伸び
悩んだ。また、新
型コロナウイルス
の影響もあり、販
売に関して苦戦す
る状況があった。

生産技術高度化
施設

高度環境制御施設
（加温機、保温遮
光設備、環境制御
装置、自走式防除
機）

出荷貯蔵
施設
(予冷施設、選花
機)

664,950,000 332,475,000 73,925,000 73,928,000 184,622,000
令和2年
11月27

日

栽培技術の向上により、
秀品率は目標を大きく上
回り達成した。しかし、
事業完了が遅れたことに
より、出荷本数は目標に
達成しなかった。
また、契約割合について
は、ｺﾛﾅ感染症の影響もあ
り需要の落ち込みで達成
しなかったが、今後、引
き続き生産を安定させる
ことにより、契約率の向
上を目指す。

　新規栽培者を含む中
で、生産を安定させ秀
品率の目標値を達成し
たことは評価できる。
今後、施設を周年で稼
働させることで出荷本
数目標についても達成
は可能と思われる。ま
た契約率の向上につい
ては、生産を安定させ
た上で、その実績を基
に目標値に向けた販売
努力が必要と思われ
る。

豊後大野市
株式会社
ﾌﾚｯｼｭｸﾞﾙﾒ

野菜
（小松

菜、ほう
れんそ

う、さと
いも）

120

当該品目
の10a当
たり収量
を25.2％
増加

3品目の10a当たり収量
1,552kg/10a

（面積2,208a、出荷量
342,584kg）

算出根拠
小松菜

1,420kg/10a
(面積1,007a、出荷量143,018kg)

ほうれんそう
1,732kg/10a

(面積894a、出荷量154,802kg)

さといも
1,458kg/10a

(面積307a、出荷量44,764kg)
※さといもについてはH30の出荷
が終了していないため、H29年産

実績

3品目の10a当たり収量
1,623kg/10a

（面積3,040a、
出荷量493,284kg）

算出根拠
小松菜

1,656kg/10a
(面積880a、

出荷量145,765kg)

ほうれんそう
1,695kg/10a

(面積1,725a、
出荷量292,317kg)

さといも
1,269kg/10a
(面積435a、

出荷量55,202kg)

3品目の10a当たり収量
1,966kg/10a

（面積4,325a、
出荷量850,413kg）

算出根拠
小松菜

2,114kg/10a
(面積1,633a、

出荷量345,189kg)

ほうれんそう
1,875kg/10a

(面積2,334a、
出荷量437,712kg)

さといも
1,886kg/10a
(面積358a、

出荷量67,512kg)

3品目の10a当たり収量
2246kg/10a

（面積5,590a、
出荷量1,255,689kg）

算出根拠
小松菜

2,606kg/10a
(面積1,877a、

出荷量489,101kg)

ほうれんそう
2,195kg/10a

(面積2,592a、
出荷量568,900kg)

さといも
1,763kg/10a

(面積1,121a、
出荷量197,688kg)

3品目の10a当たり収量
1,944kg/10a

（面積9,451a、出荷量
1,837,500kg）

算出根拠
小松菜

2,000kg/10a
(面積4,875a、出荷量975,000kg)

ほうれんそう
1,853kg/10a

(面積3,576a、出荷量662,500kg)

さといも
2,000kg/10a

(面積1,000a、出荷量200,000kg)

177.0%

当該品目の単収は
計画時と比べ
144.7％
（694kg/10a)増加
した。

野菜
（小松

菜、ほう
れんそ

う、さと
いも）

122

当該品目
の単位面
積当たり
の労働時
間を
45.1％縮
減

3品目の単位面積当たりの労働
時間
217hr/10a（面積2,741a、
59,453hr）

算出根拠
春作小松菜
面積707a、
総労働時間19,629hr
秋冬作小松菜
面積627a、
総労働時間10,847hr

春作ほうれんそう
面積430a、
総労働時間11,939hr
秋冬作ほうれんそう
面積667a、
総労働時間11,539hr

さといも
面積310a、
総労働時間5,499hr

3品目の単位面積当たりの労
働時間
177hr/10a（面積3,040a、
53951,hr）

算出根拠
春作小松菜
面積420a、
総労働時間11,659hr
秋冬作小松菜
面積460a、
総労働時間5,377hr

春作ほうれんそう
面積1,105a、
総労働時間25,808hr
秋冬作ほうれんそう
面積620a、
総労働時間7,248hr

さといも
面積435a、
総労働時間3,858hr

3品目の単位面積当たりの労働
時間
76hr/10a（面積4,325a、
32,970hr）

算出根拠
春作小松菜
面積150a、
総労働時間1,686hr
秋冬作小松菜
面積1,483a、
総労働時間6,646hr

春作ほうれんそう
面積2,019a、
総労働時間19,601hr
秋冬作ほうれんそう
面積315a、
総労働時間2,172hr

さといも
面積358a、
総労働時間2,864hr

3品目の単位面積当たりの労
働時間
67hr/10a（面積5,590a、
37,673hr）

算出根拠
春作小松菜
面積737a、
総労働時間4,127hr
秋冬作小松菜
面積1,140a、
総労働時間4,788hr

春作ほうれんそう
面積2,085a、
総労働時間17,437hr
秋冬作ほうれんそう
面積507a、
総労働時間2,352hr

さといも
面積1,121a、
総労働時間8,968hr

3品目の単位面積当たりの
労働時間
119hr/10a（面積9,451a、
112,651hr）

算出根拠
春作小松菜
面積1,800a、
総労働時間23,623hr
秋冬作小松菜
面積3,075a、
総労働時間28,196hr

春作ほうれんそう
面積2,604a、
総労働時間34,177hr
秋冬作ほうれんそう
面積972a、
総労働時間8,915hr

さといも
面積1,000a、
総労働時間17,740hr

153.1%

当該品目の単位面
積当たりの労働時
間は、計画時と比
べて69.1%
（150hr/10a)縮減
した。

加工施設
（1,262ｍ²）
急速冷凍庫
洗浄機
加熱装置等

636,245,200 280,750,000 0 0 355,495,200
令和2年
3月31日

　生産技術の向上および
収穫機の導入により、10a
当たりの収量は増加し、
目標を上回った。また、
単位面積当たりの労働時
間は目標値を大きく上回
り、現状値から約7割削減
できた。
 ただし、実績値となる面
積・出荷量は、新型コロ
ナウイルスの影響による
取引先の需要変化及び契
約農家の高齢化等により
目標を達成することがで
きていない。
　今後も、中間事業者で
ある（株）創と連携し、
各生産者の安定的な収量
向上を図るとともに、収
穫機械の導入面積の拡大
により更なる労働時間の
削減を図る。

 目標年に向けて、栽培
技術の向上により、単
収が目標値を上回った
ことは評価できる。ま
た、労働力不足が課題
となる中で積極的に機
械化を図ることによ
り、労働時間も大きく
削減できた。
今後は、中間事業者で
ある(株）創及び（株）
創との契約農家におけ
る栽培面積の拡大を図
る必要がある。

豊後大野市
株式会社
 創

国産原材
料サプラ
イチェー
ン構築

（さとい
も
じゃがい
も
さつもい
も
にんじん
インゲン
ｽｲｰﾄｺｰﾝ
エダマ
メ）
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当該品目
の単位面
積当たり
の販売額
を19.6%
増加
(19.6ポ
イント)

単位面積当たりの販売金額
210,824円/10a

算出根拠
さといも

218,805円/10a
（面積3.07ha、販売額6,717,300

円）
じゃがいも

241,605円/10a
（面積1.7ha、販売額4,107,280

円）
さつまいも

290,777円/10a
（面積0.35ha、販売額1,017,720

円）
にんじん

　155,463円/10a
（面積0.3ha、販売額466,390

円）
インゲン

195,258円/10a
（面積0.24ha、販売額468,620

円）
スイートコーン
168,589円/10a

（面積2ha、販売額3,371,780
円）

単位面積当たりの販売金額
209,872円/10a

算出根拠
さといも

145,418円/10a
（面積4.35ha、販売額6,325,694

円）
じゃがいも

293,121円/10a
（面積1.0ha、販売額2,931,210円）

さつまいも
180,400円/10a

（面積0.05ha、販売額90,200円）
にんじん

224,828円/10a
（面積1.0ha、販売額2,248,280円）

インゲン
553,066円/10a

（面積0.16ha、販売額884,905円）
スイートコーン
256,500円/10a

（面積2.8ha、販売額7,182,000円）

単位面積当たりの販売金額
169,865円/10a

算出根拠
さといも

189,201円/10a
（面積3.58ha、販売額6,773,390

円）
じゃがいも

275,000円/10a
（面積0.1ha、販売額275,000円）

さつまいも
159,775円/10a

（面積0.12ha、販売額191,730円）
にんじん

280,229円/10a
（面積0.11ha、販売額294,240円）

インゲン
392,394円/10a

（面積0.09ha、販売額353,155円）
スイートコーン
193,398円/10a

（面積2.3ha、販売額4,448,160円）
エダマメ

147,051円/10a
（面積7.2ha、販売額10,587,650

円）

単位面積当たりの販売金額
191,147円/10a

算出根拠
さといも

189,898円/10a
（面積11.21ha、販売額21,287,620

円）
じゃがいも
－円/10a

（面積0ha、販売額0円）
さつまいも
－円/10a

（面積0ha、販売額0円）
にんじん
－円/10a

（面積0ha、販売額0円）
インゲン

891,000円/10a
（面積0.02ha、販売額178,200円）

スイートコーン
－円/10a

（面積0ha、販売額0円）
エダマメ
-円/10a

（面積0ha、販売額0円）

単位面積当たりの販売金額
252,150円/10a

算出根拠
さといも

202,000円/10a
（面積10ha、販売額20,200,000円）

じゃがいも
300,000円/10a

（面積2ha、販売額6,000,000円）
さつまいも

360,000円/10a
（面積2ha、販売額7,200,000円）

にんじん
450,000円/10a

（面積3.1ha、販売額13,950,000
円）

インゲン
500,000円/10a

（面積4.5ha、販売額22,500,000
円）

スイートコーン
264,000円/10a

（面積7ha、販売額18,480,000円）
エダマメ

90,000円/10a
（面積10ha、販売額9,000,000円）

-47.6%

単位当たり販売額
は需要の変化もあ
り、目標値の約
76%にとどまり目
標達成に至らな
かった。

国産原材
料サプラ
イチェー
ン構築

（さとい
も
じゃがい
も
さつもい
も
にんじん
インゲン
ｽｲｰﾄｺｰﾝ
エダマ
メ）
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基本契約
を締結し
ている生
産者と中
間事業者
の間の取
引数量を
219.3%増
加
(219.3ポ
イント)

協議会を設置する。

当該品目の取引数量実績
合計  108.5t

契約生産者との取引数量
さといも    44.7t
じゃがいも  33.9t
さつまいも   6.3t
にんじん       3t
インゲン     0.8t
ｽｲｰﾄｺｰﾝ     19.8t

協議会を設置する。

当該品目の取引数量実績
合計108.8t

契約生産者との取引数量
さといも 29.4t
じゃがいも  19.7t
さつまいも   0.8t
にんじん    23.2t
インゲン     1.5t
ｽｲｰﾄｺｰﾝ     34.2t

当該品目の取引数量実績
合計139.4t

契約生産者との取引数量
さといも　　　 61.8t
じゃがいも 　　 2.5t
さつまいも   　1.7t
にんじん    　　3.2t
インゲン     　　0.6t
ｽｲｰﾄｺｰﾝ    　27.8t
ｴﾀﾞﾏﾒ　　　　　41.8t

当該品目の取引数量実績
合計182.0t

契約生産者との取引数量
さといも　　　 181.8t
じゃがいも 　　 0t
さつまいも   　 0t
にんじん    　　 0t
インゲン     　　0.2t
ｽｲｰﾄｺｰﾝ    　  0t
ｴﾀﾞﾏﾒ　　　　　 0t

基本契約を締結する生産
者との取引数量
合計  346.5t

内訳
さといも　　　200t
じゃがいも　　 40t
さつまいも     40t
にんじん    77．5t
インゲン       45t
ｽｲｰﾄｺｰﾝ        84t
エダマメ       60t

※さといもの200tのうち
140t、エダマメ60tは自社
生産

30.9%

取引数量の増加
は、一部増加した
品目（さといもは
137.1ｔの増）はあ
るが､需要の変化に
より取引されない
品目もあったこと
から、目標値の約
53%であり目標達成
に至らなかった。

集出荷貯蔵施設

　集出荷施設
　　　　112㎡
　野菜洗浄機
　選別機　等

36,850,000 12,948,000 0 0 23,902,000
令和2年
3月31日

目標年のR3年度について
も、引き続き新型コロナ
ウイルスの影響で、取引
先の需要が変化し、品目
によっては著しく減少し
たため、品目構成を大き
く変更した。また、契約
農家の高齢化等により、
取扱い数量は大きく減少
することとなった。
このような中でさといも
は堅調な需要があった
が、収穫作業の労働力不
足が課題となり、生産が
伸び悩んだ。
令和４年度に向けては、
需要が高いさといもの、
収穫機 械の導入により、
契約生産者の収穫作業負
担を減らし、作付面積を
拡大するとともに単収の
向上を図る。また、その
他の品目も需要の回復を
みながら、引き続き生産
に取り組む。

計画当初から新型コロ
ナウイルスの影響もあ
り、実需が大きく変化
し、品目によっては取
扱い量が大きく減少し
た。
単位当たり販売金額に
ついては、市場単価の
低迷するなかで、契約
単価も下がったため、
達成できなかった。
今後は、需要が高い品
目に集中し、取引単価
を上げていく必要があ
ると思われる。
また、さといも収穫機
の導入ができなかった
ので、取扱い量が思っ
たように増えなかっ
た。今後、R4年度に向
けて、収穫機が本格的
に稼働し、契約生産者
の収穫作業の負担軽減
ができれば、作付面積
拡大をしていくこと
で、取扱い量は増える
と考えられる。
また、需要減により、
取扱い量が少なくなっ
ている品目について
も、新規販売先の開拓
等販売努力により、生
産量を拡大していく必
要がある。

総合
所見

 （注）１　別紙様式１号の１の（２）のⅠに準じて作成すること。

　 　　２　要綱第３の２の（２）のアの（ア）のただし書きの場合にあっては、事業実施後の状況の欄を追加し、記入すること。

　　 　３　別添として、各事業実施主体が作成した事業実施状況報告書を添付すること。

　　 　４「事業実施主体の評価」欄と、「都道府県の評価」欄については、評価の対象となる年度のみ、それぞれの所見を記入すること。

　　 　５「総合所見」欄については、評価実施年度の取組について、都道府県全体の総合所見を記入すること。

　 　　６「都道府県平均達成率」欄は、都道府県において事業実施地区で掲げている成果目標毎の達成率の平均値とする。

都道府県平均達成率 55.2%

本県において、本年度の事業評価の対象となったのは３地区であり、２つの成果目標を達成した地区は１地区、１つだけ達成した地区は１地区、両方とも未達成であった地区は１地区であった。
成果目標が未達成となった地区の主な要因は次のとおり。

①施設完了の遅れ、新型コロナウイルス感染症の影響により契約率が伸び悩んだことにより、契約取引の割合を増加させることができなかった。
②新型コロナウイルス感染症の影響による需要の変化により品目によっては実需の取扱量が減少し、契約単価も下がった。また、一部品目の収穫機を目標年度に導入できなかったことから、単位面積当たりの販売額、取引数量を増加させることができなかった。

なお、成果目標が未達成の事業実施主体については、今後、改善計画の策定及びその実践を指導するなど、地元市町村と連携して目標達成に向けた取組を推進する。
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